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年間学習計画のうち、「探究」欄に○が記載されている単元は、探究スキルラーニングの時間を
設けている単元です。探究スキルラーニングは、総合的な学習の時間「探究基礎」と普通教科を
つなぐ本校オリジナルの取り組みです。各取り組みで目標にしている探究スキルは、「タグ」欄に
番号で示しています。探究スキルの詳細は、学校にお問い合わせください。



単位数

2

20% 20% 60%

学期 月 単元 探究

ガイダンス

「水の東西」　/　演習

「自然と人間の関係を考える」

8

ディベート

「鏡」

短歌を訳す--言葉の壁を超えて

文学史

8 16

13

147

9 9 1

5

3

8

4

3

10

6

6

3学期

「羅生門」

4

9

10

1

2

3

11

ビブリオバトル

2学期

12

「メディアとしての顔」

教科名 科目名 対象学年 履修形態

国語 国語総合（現代文） 高校１年 必修

科目の目標

評論、小説の読解によって読解の技術および読解に必要な知識を身につけること。

それによって世界を認識する視点を獲得すること。

また、ディベート等の表現活動によって情報収集から発表までのプロセスを身につけること。

学習内容の概要

評論の読解ではその技術だけでなく重要テーマについての知識も同時に身につける。

小説の読解では文学研究の手法で本文理解だけにとどまらない鑑賞方法を学習する。

定期的に授業冒頭で、漢字もしくは語句の小テストを実施する。

また、月1回程度表現活動を実施、表現および教科書外のテーマについても学習する。

評価の観点

１　関心・意欲・態度 ２　話す・聞く能力 ３　書く能力 ４　読む能力 ５　知識・理解

各言語活動に積極

的に参加している

か。

目的や場に応じて的

確に聞き取り、自分

の意見をまとめ深め

ることができている

か。

相手や目的に応じた

適切な文章を書くこ

とができているか。

文章を的確に読み

取り、目的に応じて

幅広く読み取ること

ができているか。

読解に必要な知識を

習得することができて

いるか。

教科書、教材
『国語総合 改訂版 現代文編』（大修館書店）、『国語総合 [改訂版] 現代文編　学習課題ノート』（大修館書

店）、ビジュアルカラー国語便覧（大修館書店）

評価の方法

授業形態 習熟度別

提出物等
単元テスト

探究スキルラーニング
単元テスト

年間学習計画

東洋と西洋の差異とその背景について理解する

1学期

学習内容

本文の要約をする

1

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力を磨く　学校図書館と連携する

人間と自然の関係に対する筆者の意見を読み取る

8

4

時数 タグ

2

情報化社会とメディアの関係を考える

善悪について考察する

5

6

7

「空気を読む」

登場人物の心理や性格について理解する

登場人物の言動から心情を読み取る

テーマは生徒が設定する　　学校図書館と連携する

人間の生と死について考察する

「城の崎にて」
近代文学史について理解する

主要な部分と従属的な部分を読み取る

現代の日本文化に興味を持つ

創作活動

時代・作品等は生徒が設定　　学校図書館と連携する

「白」「意味と身体」／演習



単位数

2

20% 20% 60%

学期 月 単元 探究

ガイダンス

阿蘇の史、盗人にあひてのがるること

雪のいと高う降りたるを

演習

8 古典常識スライド 2 16 17

漢文入門

五十歩百歩

漢詩

静夜思

香炉峰

演習

先従隗始

句法

3 16 17

登場人物の性格や心理の動きを読み取る。

当時の月の役割や現代の季節感との違いについての理解を深める。

助動詞の復習

登場人物の性格や心理の動きを読み取る。

和歌の役割、修辞法について理解する。

5

3

古典作品の内容・成立や後世に与えた影響について理解と認

識を深める。

2

4

漢文訓読のきまりを理解する。

漢文に親しみ、漢文の表現に慣れる。

4児のそらね 用言の復習

主語を的確にとらえ、内容を理解する。

入試演習

時数

1

4

3

2

単元テスト

2学期

評価の方法

10

11

4

5

1学期

6

7

9

12

タグ

唐代の詩を繰り返し音読し、漢文独特の口調に習熟する。

漢詩の表現、形式について理解する。

作品の時代背景や作者の境遇について理解する。

4

5

知識・理解・技能

伝統的な言語文化および

言葉の特徴やきまり、漢字

などについて理解し、知識

を身に付けている。

年間学習計画

国語総合古典編（大修館書店）、体系古典文法（数研出版）、体系古典文法ワーク（数研出版）、古典文法マスタードリル①②（数研出

版）、みるみる覚える古文単語300+30（いいずな書店）、新明説漢文（尚文出版）、新明説漢文ノート（尚文出版）、ビジュアルカラー国語

便覧（大修館書店）

習熟度別

関心・意欲・態度

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、

国語を尊重してその向上を

図ろうとする。

話す・聞く能力

目的や場に応じて効果的

に話し的確に聞きとったり

し、自分の考えをまとめ深

めている。

書く能力

相手や目的、意図に応

じ、文章を書き、自分の

考えを明確にし、深め

ている。

読む能力

文章を的確に読み取った

り、目的に応じて幅広く読

んだりして、自分の考えを

深め、発展させている。

教科書・教材等

提出物等

授業形態

履修形態対象学年科目名

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば

し、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態

度を育てる。

講義・演習・小テスト・単元テストによって、初年度で文法および単語の基本的な知識を定着させる。同時に

図書等を活用し古典常識や作品理解に努め、発表の内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりすることで、伝統的な言語文化への興味・関心を広がる。

国語総合（古典） 高校１年 必修

教科名

国語

学習内容の概要

科目の目標

評価の観点

単元テスト

探究スキルラーニング

3学期

1

2

3

門出

古典常識スライド

句法・演習

芥川

4入試演習

5
長い文章を読み、漢文の読解に慣れる。

様々な人物像を通して、人間の生き方について考えを深める。

漢文に親しみ、歴史物語のおもしろさを味わう。

学習内容

自然や人間に対する作者の見方、感じ方、考え方を理解する。



単位数

2

学期 月 単元 探究

8

6 7 25

○ 6 25 27

9

10

11

10

○

8

8

6

8

8

戦後世界の流れと 

各地域の動向

古代オリエント

古代・中世の中国

古代・中世のイスラーム

古代・中世のヨーロッパ

大航海時代・宗教改革・絶対王政

近世のイスラーム世界と中国

ヨーロッパの市民革命と復古主義

帝国主義

現代の世界史①

現代の世界史②

イスラーム世界の拡大と安定

欧米近代社会の形成

欧米諸国の世界進出

2つの世界大戦

6

一斉

年間学習計画

西アジア世界の形成

東アジア世界の成長

イスラーム世界の出現と発展

ヨーロッパ世界の形成と発展

ヨーロッパ世界と結びつく世界

4

テスト点 60%    平常点 40%

3

3

10

12

1

2

11

9

7

4

授業形態

2

学習内容

5

1

時数

教科名 科目名 対象学年 履修形態

地理・歴史 世界史A 高校１年 必修

教科書・教材等 現代の世界史（山川）、タペストリー（帝国書院）、必修整理ノート（文英堂）、世界史10分間テスト（山川）

評価の方法

科目の目標

①先人たちが築いてきた「起因→目的→手段→結果→影響」のプロセスを学び、現代社会の形成過程を説明できる。

②現代社会が抱える諸課題を、①を活用し、多面的かつ根本的視点から考え、説明できる。

③人生において、①を活用し、自らにとって最適な選択をできるようになる。

学習内容の概要

古代から現代にいたる世界の歴史を学ぶ。古代から中世、中世から近代という時間軸を用いてまず「地域 

史」を講義する。その後、地域を横断する「時代史」を講義して総括する。なお現代史においては、特にグ 

ローバル化によって地域の相互作用が大きいため、「現代史」として地域横断的な授業を行う。

評価の観点

知識・技能 資料活用 思考・判断・表現 主体的な姿勢

用語を適切に理解している

か。２ヶ月に一度の小テストに

て評価する。

資料を適切に読み解き、考察

しているか。レポート・口頭試

問等で評価する。

特定の歴史的事象に関し深く探

究し自分の考えを加え表現してい

るか。成果物で評価する。

授業への主体的な取り組み、

課題・レポート提出等を総合

的に鑑み評価する。

タグ



単位数

2

60% 30% 10% ％

学期 月 単元 探究

青年期と自己の形成 ○ 1 7

現代の民主政治と民主社会

の倫理

8

現代の経済社会と経済活動

のあり方

国際社会の動向と日本

○ 1 8 11

私たちの生きる社会

ともに生きる社会をめざして

タグ

5

4

5

8

7

10

4

4

6

4

教科名 科目名 対象学年 履修形態

公民 現代社会 高校１年 必修

教科書・教材等 現代社会 改訂版（山川出版）、現代社会ノート 改訂版（山川出版）、現代社会演習ノート（数研出版）

評価の方法

科目の目標
科学的な探究の精神に基づき、現代社会の仕組みや成り立ちを分析・理解するとともに、社会における人々

の規範を確認し、社会に貢献できる公民として必要な能力と態度を養成する。

学習内容の概要
政治分野・経済分野・国際分野の三つの観点から社会の成り立ちを考え、また人間の生き方あり方を哲学、

宗教的分野から考察していく。

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

社会的事象に対する関心を

高め、意欲的に追求しなが

ら、社会の一員としての自覚

と責任を考えることができる。

社会的事象から課題を見出

し、意義や特色、相互の関連

を多角的に考察し、社会の変

化を踏まえ公正に判断するこ

とができる。

平素から各種の資料に親し

み、情報を適切に選択して活

用し、追求した過程や結果を

適切に表現できる。

社会的事象の意義や特色を

理解し、知識を身に付け、社

会生活の中で有用に活用で

きる能力が育っている。

7

4

授業形態 一斉

年間学習計画

学習内容

5

1

時数

5

6

6

4

1

2

11

9

3

3

10

12

1. 現代経済のしくみ

2. 経済の発展と国民生活

3. 現代の国際政治

4. 現代の国際経済

これからの世界経済の課題ディスカッション

1. 環境　　2. 資源・エネルギー

3. 生命　　4. 情報

現代の諸制度の考察

2

単元テスト 成果物・提出物 意欲・態度

1. 青年期の意義と自己実現・生活の哲学

2. よく生きるということ　　3. 日本の伝統や文化

3. 日本国憲法の成り立ち

4. 基本的人権の保障

5. 平和主義と日本の安全保障

6. 現代政治と民主社会

6



�
R

¦

©£¡ ¦£¡ ¤£¡ é

.\ Z �� Mz

«

��Í+]rË�¶Ûn�¿°ÂÚÛo´ÇâèßÛSnç
�_¿�#ÛIOÈºÙÖµÌÀÙ±
çâèßÍ	��
çâèßÍQ×ÎØÉ'�
~(
ç�QÉci�6
çâèßÍt�
ç��}ÞäãÌÖÙâèßÍ�_

¥¤

¦©:É�W
S:Í�gç�g�Ï�R:Í'��}ÌÆ´Ç
n�ÈºÙÖµÌÀÙÉÉÔÌì|:Õ�|:¹FØ{
Æ¼ÉÛ�WÈºÙÖµÌÀÙ±

¥¤

RÉ:

:Û-�rÌÓÃØ�n¿ÃØÀÙÉÉÔÌ°�d�
|:Û��Í�1ÌhoÈºÙÖµÌÀÙ±
ç:Í�}
ç/R
çíd�|:

îd�R

îd�RÉÂÍÜæäÌÆ´Çn�¿°îd�RÛo
´ÇR�Í��Õ,�Û�mÀÙ¼ÉÍ[oCÛ�
�ÀÙ±½×Ì°ÂÚ×Û��Í�1ÌhoÈºÙÖµ
ÌÀÙ±
çîd�RÉÜæä
çîdUy:Éîd�|:

¤¨

¥§

)<É��

��fÍD%ÕÂÍ+]rËC�ÌÆ´Çn�¿°
��fÛo´Ã��Í�¶Í[oCÛ��ÀÙ±½
×Ì°ÂÚ×Û��Í�1ÌhoÈºÙÖµÌÀÙ±
ç��f
ç��<ÑÍ@o

âèßÍ�_

¥

©

¦

¦

¤£

¤¥

¤

¥

¤¤

¬

ª

¨

¤

XR

��Í�j

�>çDeçE9 R.rË�UÕ�¶U R.rËH�

PxY°P^ R.­êRv�lë°àåèã:®+w¸×ÍR.¯¢­ ︎êRv�lë

��ÍUg

§

La<E �k9�

8�.��p

.��0

Px" xs" 2�.8 5
<E

R. R.¯ �`í8 ?


xsÍsc
²RÉ:³²îd�R³²)<É��³²âèßÍ�_³�Ï²:É�W³ÌÆ´Çn�¿°+wrËu�Í�=É
H�Í�kÛ)Ø°��ÛR.rÌ�1ÀÙ��Û*´°R.ÍÖ½Û��ÈºÙÖµÌÀÙÉÉÔÌ°ÂÚ
×ÛhoÀÙE9Û�ÇÙ±

.��0Íb�

RÛ/RÒÈJ;½Á°:Õ�RÌÆ´Ç�.ÒÈÍV��0ÛÖØ���ÀÙ±ÒÃ°TÃÌ��fÛ3
�¿°��<Í�Í�½ÍfÛo´Ç½Ò¾ÒË)<Û�1ÀÙ±½×Ì°���nÌ�ÀÙ�0Ô ØG
´°âèßÛSn°�_ÀÙUgÛ.Ð±
&�Í?�C°��CÛ.Ð¼ÉÌÖÅÇ°ÖØR.rÌ�1ÀÙUgÛ�=ÀÙ±

ßÜ

áÝã R.rh�
E9

ê�7�� $ë

u�çn�

!��Í�¶UÌ�>Û
ÔÄ°��Í�1Ìho
¿ÖµÉÀÙ±

��ÛR.rÌ�1¿�
mÀÙ°B�Í�yÛKØ
�Ø-�rçq4rÌ�
¶Ù¼É¹ÈºÙ±

��ÛR.rÌ�mç�
nÀÙ�UÕN�ÍUg
ËÊÍH�Û�Ì�»Ç
´Ù±

!��Ì·»Ù+]rË
bA°�nçg�ËÊÛn
�¿°u�Û�Ì�»Ç
´Ù±



��<

�

��� ��� ��� È

"D C �� 9a

�

��ª��
��ª��­}£·�EY¬I1¹Uq£·�°¥�
¤¸µ¹�w®g$­NV©�·´�­£·�
Æ��ª��

 �®<ª]S

 �®<¹L±·ª�®�EY¬g�?³]S­§
�¨®Uq¹O±Ë¤¸µ¹�w®g$­NV©�

·´�­£·�
Æ��®ne®
<

Æ]S

��

��

�

À¼Á <"YN�
5+

Éj(s���Ê

�

��

8H-5 fQ+�

*|"frW

"f
#

�

�

A<

;_BÆ;Fc <"�É<\�RÊ�¾ÃÇÁ,��^�µ®<"��� ︎É<\�RÊ

s�®?M

�

�

��

��

��

�

�

��

�

�-®3x

)��-³b|�-®3x­§�¨®Uq¹O
±Ë¤¸µ¹�w®g$­NV©�·´�­£·�

Æ)��-
Æb|�-

=<®3x

=<®3x­§�¨®Uq¹O±Ë¤¸¹�w®g
$­NV©�·´�­£·�

Æd<ª�<
ÆÄÇºÅ¿Â®�~M
Æ=<®3x®NV

�

�

;_� _Z� %w"* '	-5

<" <"� �GÌ* 0	

_Z®ZJ
� �®<ª]S���-®3x��¯�=<®3x�­§�¨Uq¢��^Y¬[v®f.ª6i®fQ¹
�¶��w¹<"Y­g$£·i�¹���<"®´¡¹tv©�·´�­£·ªª²­�¤¸µ¹NV£·5
+¹h¨·�

"f
#®In

 �®<­§�¨��"G°©®@f
#¹´¶�k�¢¨L±·?M¹"¯�m�¬�w®]S²L±
· ª�©�·´�­£·�
°¥�>¥­�-®3x¹"¯�¤¸µ¹m�¬�-®g$­V�·�
¡µ­�=<­}£·3x²"¯�NV?M¹[·�

½»

s�®pP

}/Æ4KÆ5+ <"Y¬o?³g�? <"Y¬6i [vÆUq

���®g�?­}/¹
²¦��w®g$­NV
¢´�ª£·�

�w¹<"Y­g$¢l
T£·�2g®{`¹7¶
z¶!�YÆX&Y­g
�· ª�©�·�

�w¹<"Y­lTÆ�
U£·�?³:u®?M
¬«®6i¹y­��¨
�·�

���­��·�EY¬
I1��UÆM�¬«¹U
q¢�[v¹y­��¨
�·�



単位数

2

30% 30% 20% 20%

学期 月 単元 探究

ガイダンス

序論　科学と人間生活

8

○ 8

酸化と還元

酸化剤と還元剤

金属の酸化還元反応

酸化還元反応の利用

教科名 科目名 対象学年

教科書・教材等
数研出版　化学基礎

フォローアップ化学基礎

評価の方法

科目の目標

化学の基本的な概念や原理・法則を理解すること。

科学的思考力および好奇心を伸ばし、主体的に自然を探究する能力と態度を高め、目的をもとに課題を科

学的に分析・解決する能力を養うこと。

学習内容の概要

状態変化と化学変化、物質の構成と構造、化学反応式と中和および酸化還元について理解する。

各器具の取り扱いを、実験を通して学び、自らの目的に応じて必要なものが適切に扱えるようにする。

発展的な内容を多く取り入れ、原理・法則が発見された経緯や技術の応用を理解する。

評価の観点

関心・意欲・態度 判断・思考

履修形態

理科

酸と塩基の反応

酸と塩基

水の電離と水溶液のpH

中和反応

塩

化学基礎 高校１年 必修

観察・実験の技能・表現 知識・理解

3

11

授業形態

年間学習計画

1

物質の構成

物質の構成粒子

粒子の結合

混合物と純物質

物質とその成分

物質の三態と熱運動

原子とその構造

イオン

周期表

イオン結合とイオンからなる物質

分子と共有結合

分子の極性と分子間に働く力

共有結合の物質

金属結合と金属

学習内容 時数 タグ

1

一斉

30

32

化学の事物・現象に関

心・探究心をもち、意欲的

に解決する態度を身につ

けようとする。

化学的な事物・現象に問

題を見いだし、事象を科

学的に考え、判断できる。

化学の事象・現象を科学

的に探究する方法を身に

つけ、過程や結果を的確

に表現できる。

化学に関する事物・現象

について、基本的な概念

や原理・法則を理解し、

身につけている。

授業態度単元テスト レポート 成果物

2

化学基礎は元素記号（最初）が肝心

人間生活の中の化学

化学とその役割

6

原子量・分子量・式

量物質量

化学反応式と物質量

9

物質量と化学反応式

酸と塩基の反応

酸化還元反応

7

4

3

3

10

12

1

2

5
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単位数

4

40% 60%

学期 月 単元 探究

○ 5 16

○ 7 15

8

○ 11

○ 7 15

○ 7

○ 8 16

6

6

3

6

PRISM READING 1

UNIT6

ビジネス語彙について学ぶ

職業についての長文を読む
12

オンラインスピーキングトレーニング受講　(計10回/〜1月中旬までを予定) 10

12

教科名 科目名 対象学年 履修形態

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 高校１年 必修

教科書・教材等

MAIN STREAM 1(増進堂)

New Treasure English Series Stage 3 Second Edition、New Treasure English Series stage 3 文法問題集(以上、Z会)

PRISM READING 1(ケンブリッジ大学出版)

評価の方法

科目の目標

英語を通じて言語や文化に対する理解を深め、オンラインスピーキングを通してコミュニケーションを図ろうと

する意欲・態度の向上、コミュニケーション能力の定着を目指す。２０２０年度新大学入試に向けて思考力を

深め、聞くこと、書くこと、読むこと、話すことなどのコミュニケーション能力の向上を目指す。

学習内容の概要

上記の目標達成のために都市や祭り、インターネット、気候、スポーツ、職業、偉業を成した人物、宇宙に関

する英文読解を行い、探究スキルラーニングを通して学びを深める。必要な英語表現を覚え、適切に書いた

り、話したりできるように演習を行う。

評価の観点

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度

外国語表現の能力

（話すこと・読むこと・書くこと）
外国語理解の能力

言語や文化についての

知識・理解

コミュニケーションに関心を持ち、

積極的な態度で聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことの言語活動

に参加しているか。

様々な話題に関して、情報や考え

など、相手に伝えようとする事柄を

英語で話したり、書いたりして適切

に表現することができるか。

様々な話題に関して、情報や考え

方など、相手に伝えようとする事柄

を的確に理解することができる

か。また、聞き手に伝わるように適

切に音読することができるか。

様々な話題についての学習を通

して、言語やその運用についての

知識を身につけるとともに、その

背景にある文化などを理解してい

るか。

3

3

10

12

スポーツについての長文を読む

探究スキルラーニング④ アート鑑賞英作文

探究スキルラーニング⑤ フェイク・ニュース

探究スキルラーニング⑥ 多読読み聞かせ
1

2

11

グラフの表現について学ぶ

天気・気候についての長文を読む
12

PRISM READING 1

UNIT4-5

2

ガイダンス

探究スキルラーニング① 英文名言リサーチプレゼン

探究スキルラーニング② アート鑑賞プレゼン

探究スキルラーニング③ グラフの読み取り

6

9

7

4

5

1

1

4

探究スキルラーニングでの成果物(演劇・レポート・発表など)

提出物

全活動における意欲と態度

単元末テスト

PRISM READING 1

UNIT1-3

名詞、動詞、形容詞、前置詞、頻度を表す副詞、

複合名詞、意見文について学ぶ

都市・地域、祝賀・祭り、インターネット・テクノロジー

についての長文を読む

40

授業形態 習熟度別

年間学習計画

学習内容 時数 タグ

15 16

PRISM READING 1

UNIT7-8

探究スキルラーニング⑦

ブリスベン研修へ向けた活動
○8

名詞句、意見文、不定詞について学ぶ

偉業を成した人物、宇宙についての長文を読む
30

6



単位数

2

40% 60%

学期 月 単元 探究

8

3

3

10

12

6

2

1

2

11

9

7

教科名 科目名 対象学年 履修形態

外国語 英語表現Ⅰ 高校１年 必修

科目の目標
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見などを多様な

視点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。

学習内容の概要 必要な英語表現を覚え、適切に書いたり、話したりできるように演習を行う。

タグ

言語や文化についての

知識・理解

コミュニケーションに関心を持

ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図ろう

とする。

外国語で話したり書いたりし

て、情報や考え方などを適切

に伝えている。

外国語を聞いたり、読んだりし

て情報や考えなどを的確に理

解している。

外国語の学習を通して、言語やそ

の運用についての知識を身に付

けているとともに、その背景にある

文化などを理解している。

New Treasure English Series Stage 3 Second Edition、New Treasure English Series stage 3 文法問題集(以上、Z会)

Empower English Expression I Mastery Course （桐原書店）

評価の観点

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度
外国語表現の能力 外国語理解の能力

教科書・教材等

探究スキルラーニングでの成果物(演劇・レポート・発表など)

提出物

全活動における意欲と態度

単元末テスト

NEW TREASURE Stage 3

Lesson 1-4

完了形、助動詞、不定詞、使役・知覚動詞

探究スキルラーニング② アート鑑賞プレゼン

評価の方法

4

授業形態 習熟度別

年間学習計画

学習内容

5

1

時数

NEW TREASURE Stage 3

Lesson 5-9
受動態、副詞節、関係代名詞、関係副詞、名詞節 30

NEW TREASURE Stage 3

Lesson 10-12
分詞・分詞構文、仮定法、さまざまな表現（比較・強

調・否定・倒置）
22

○ 7 15

22

4
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単位数

3

学期 月 単元 探究

IDEACamp

【共感フェーズ】 6 7

3 13

　人口減少問題講演会 11

　プログラミングCamp 13

8 1

【問題提起フェーズ】 2

　中間発表 12

4

8

【プロトタイプ作成フェーズ】 5

SSH東京AI研修旅行 12

13

14

【テストフェーズ】 9

10

【フィードバックフェーズ】 14 15

　青開学会 16

海外研修準備

海外研修

12

12

解決策の実施・提案とその効果の検証 12

◯

6

6

6

6

6

6

講師：鳥取大学　三浦氏

画像認識AIについて

講師：津田塾大学　森田氏

プログラミングの基本理解

12

未来に生じる社会課題を，テクノロジーを活用して解決する資質を身に付ける。

学習内容の概要

デザイン思考を使って創造的に課題解決を行います。今後世界においても大きな課題となりうる人口減少問

題について，課題先進とも言える鳥取において人口減少問題の課題解決を行います。これまで以上にデー

タ活用に重点を置き，根拠付けのためでなく，課題解決の方法にデータを活用することも考えてみましょう。

AIやビッグデータにも触れながら，みなさんがこれから生きる未来の課題解決について考えます。

タグ

6

6

評価の観点

・デザイン思考を活用できたか。

・チームで協力して課題解決できたか。

・データに基づいた根拠ある課題設定や，データに基づいたテスト（検証）ができたか。

・世界の課題と地域の課題を関連付けた課題設定ができたか。

・先進的・革新的な解決策をプロトタイプとして形にできたか。

・解決策の提案に対して共感を得ることができたか。・設定した課題は解決されたか。

教科書・教材等 学びの技，鳥取県100の指標

評価の方法

科目の目標

9

授業形態 一斉

教科名 科目名 対象学年 履修形態

情報 探究基礎Ⅳ 高校１年 必修

3

3

10

12

解決策の試作品制作

発表準備

オーストラリアにおける人口問題について

1

2

11

2

成果物 発表

全体スケジュール，デザイン思考について

ポートフォリオについて，人口現象問題について

講師：Gene Insight 佐藤氏

年間学習計画

学習内容

5

1

時数

2

6

6

6

6

6

解決策の試作品制作

課題解決プランの発表

6

オリエンテーション

【アイデア創出フェーズ】
中間発表をもとに解決策の修正と探究スケジュール

の作成

7

4

課題設定

人口減少問題の現状について調べる

　AI活用ワークショップ


